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私見・雑感「日本の難問」－もっと勇気を！

湘南日独協会 会長 木原健次郎

世界に於ける日本の地盤沈下が言われて久しいが、

最近、又それを示唆するニュースが伝えられた。スイ

スの研究機関（IMD）の本年度調査によると、日本の

国際競争力は昨年度から更に下がって、38位だそうだ。

（因みに米国12位、中国14位、韓国20位、ドイツ24位、

英国28位）

早速、国内各所から、その課題分析や改善策が示さ

れている。即ち、イノベーションの減退、ディジタル

化の遅れ、財政赤字、少子高齢化・人口減少、規制緩

和の遅れ等々。いずれも何年も前から持ち越されて来

た課題だが、顕著な改善は未だ見られず、その結果、

競争力に於いて、ドンドン他国に追い越されている。

人口減少が避けられないのであれば、経済成長を保つ

ためには生産性向上しかないが、国際競争力の評価が

毎回下がるようでは、お寒い限りだ。

人口減少問題は、即ち就業年齢人口（15－64）減少

問題であり、政府の合計特殊出生率1.36を使った予測

でも、就業年齢人口は、2040年には現在より１千万人

規模での減少となる。これを移民増で補った場合、外

国人（外国生まれの居住者）の対総人口比は、現在の

3%から13%程度まで上がる。ドイツ(2022)は、16.8%

だ。日本の将来を考えると、法整備と並行して、勇気

を持って、積極的に多様性を活かした国造りに舵を切

る段階ではないか。移住先としての魅力（生活水準・

環境、為替を含めた収入等）を失ってからでは、来て

ほしくても来なくなる。

    とは言え、移民増だけで経済成長問題解決は出来

ないだろう。結局いかにして競争力を強化し、生産性

を向上させるかという点に戻る。方向性は既に何度も

指摘されている通りで、生産性の高い、稼げる分野へ

の資源集中だが、これが実行されない理由として、日

本人の過剰な「慎重さ」や、「優しさの文化」がある

のではと思う。コロナの数年間、政府は退出すべき企

業にまで資金援助し、存続支援した。コロナ以前から

も、なるべく倒産に追い込まない、傷に敏感な政策を

行い（中小企業政策は殆が存続支援）、結果、ゾンビ

企業の群れを生んだ。経済に於いて、自由競争である

以上、敗者が出るのは最初から前提とされているはず

で、勝者が生き残り、敗者が市場から退出するという

プロセスを経て経済の発展をめざすものだ。敗者の復

帰・救済の為には、別途safety netが整備されている。

過剰な優しさは、この経済成長のプロセス（新陳代

謝）阻害となり、起業の邪魔をするだけだ。世界を相

手に競争するには、政府も企業も、傷を恐れぬ勇気

（起業家精神）が必要だが、この点、日本は野性味に

欠けると思う。

勇気の例を挙げれば、エネルギー政策としての原子

力問題だ。2011福島原発事故への反応として、日本中

で反原発へ動いた。AI時代到来でエネルギー需要の飛

躍的増大が言われ、かつエネルギー自給率は

13%(2021)という中、原発稼働・新設は進まぬまま。

原子力発電への向き合い方は、余りにも感情的だ。核

廃棄物処理の見通しがついていないから原発増設は出

来ないというが、科学者に言わせれば、新しい技術が

社会に導入された時点で、技術問題が完全には解決さ

れておらず、社会実装と並行して研究が進み、解決さ

れていった例は、歴史的にいくつもあるという。何故、

勇気を持って、楽観的に挑戦しないのだろうか。確固

たる国家戦略の無さなのか、このような状況では原子

力を学ぶ学生も減り、現場では技術継承できず、気づ

いた時には他国に頼らねばならない事になる。小康に

安住せず、殻を破る勇気を期待したい。



自ら信ずる道一筋に生き続けてきた西行にとって“命

なりけり”という感慨は、ひとしを深いものが…西行

入滅後、慈円は“拾玉集”の中で、西行自らがこの歌を

自賛歌の第一としていたという事実をつたえ…西行は

おそらくこの歌によって歌いたいものを歌い切ったと

いう強い思いがあったのではなかろうか。その意味で

この歌は歌人としての生き方を締めくくる生涯の絶唱

といってよい」と先生は云う。「やがて西行は、鎌倉

で頼朝に会っている事が“吾妻鏡”の文治２年（1186

年）８月１５日の条に記されている」

テキストのもう一つのテーマは“桜と死”である。

 願わくは花の下に春死なむ

  その如月の望月のころ（山家集）

先生は「いわゆる辞世の句ではないとし…時の経過

の中ですべてが移ろい変化する…“無常”を乗り越える

者として芸能や武術方面において、技量の上達と同時

に人間としての完成を目指す“道の思想”がうまれ…茶

道、華道、香道、歌道、書道、柔道、弓道、剣道

（註：術でない）…この厳しい道の思想が…日本文化

の根幹が形成されていくのである」西行の“願わくは”

の上５は道を極めた人ならではの死に臨む境地を“満

開の花”と“如月”と“望月”に化体したものであろうか。

同じくここで想起するのは、細川ガラシャ夫人の歌

である。辞世の歌ではないのではない？

散りぬべきとき知りてこそ世の中の

花は花なれ人は人なれ

桜は散る時期を知ればこそ自分自身の最高（満開）

を目指すものであり、人も有限の存在である事を自覚

すればこそ、本来的な自分の完成を目指すのが人の道

であるとする。

この道やいくひとなしに秋の暮（芭蕉）

連歌の発句を独立し俳諧の道を旅と人生をかけて切

り拓いてきた芭蕉感懐の句であり、亡くなる１ヶ月の

句会の句である。“メメントモリ”ラテン語で（死を忘

れるな）有限の人生である。やるべきことをやりて死ね！

 「西行の死後１５年

経て編纂された“新古

今和歌集”に西行の歌

９４首が撰入された

ことで、西行の和歌

史における地位は不

動のものとなった」      以上

９月例会

講師  寺澤行忠氏（会員 慶應義塾大学名誉教授）

「西行 － 歌と旅と人生」を聴いて

 寄稿者 会員 下條 康生

９月例会は、慶應義塾大学名誉教授

で湘南日独協会会員の寺澤先生が、

１月に新潮社から刊行の「西行－歌と

旅と人生」をコンデンスしたテキスト

で行われた。お話は多岐に亘ったが、

紙幅の関係からエッセンスのみを紹介し、先生のテキ

ストからの引用は（「 」）とし、若干の私見を述べたい。

「西行は、元永元年(1118年)に生まれ…奇しくも平

清盛と同年の生まれであり…北面の武士として朝廷に

仕えた時期があり、旧知のなか…」で、「西行が生き

た時代は…武士の時代へ移っていく激動の時代で、人

の死は日常的なもので、死は無常の極地の姿と言って

よい。“聞書集”に「世の中に武者起こりて西東北南、

軍(いくさ)ならぬ所なし、うち続き人の死ぬ数聞く、

おびただし。まことも覚えぬほどなり。こは何事争い

ぞや、あわれなることのさまかかと覚えて

（詞書）死出の山越ゆる絶え間はあらじかし

 亡くなる人の数続きつつ」

今もウクライナで、カザでまこと詞書どおりで、

対立と殺し合いは人間の宿痾か。

講演のテーマの一つが“歌と旅と人生”である。当時

の旅と云えば「大きな困難を伴う危険なもので…必要

に迫られて行くものであり…僧侶としては修行の旅で

あった。…今日とは違い旅自体を楽しむレジャーとし

ての旅ではない…反面、日常の絆を離れ…精神の自由

を確保しようとしたものであろう。…

それはやがて西行を敬慕した宗祇の…連歌の旅そし

て芭蕉の“笈の小文”や“奥の細道”へとつながってゆ

く」と述べ、先生は「芭蕉の句約８０が西行の歌に触

発されたものである」という。

「文治２年(1186年)秋、６９歳となった西行は、平重衡

に焼かれた東大寺大仏殿再建のため、平泉藤原氏への

勧進の旅で、再度東へ下る途中遠江国にさしかかり、

年たけてまた越ゆべしと思ひきや

命なりけり小夜の中山（新古今集）

一定の年齢に達した人は誰しも、ふとした折にこう

した感慨を催すことはあろうが、若き日に世を捨てて、
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日本語抄訳 会員 島 新

ドイツ社会のムード 

2024年のドイツのムードは複雑だ。一方で危機的

なムードもあり、それは「ドイツはヨーロッパの病

人？」「メイド・イン・ドイツは終わり？」「ドイツ

の脱工業化の始まり」といった見出しのメディア報道

にも表している。

一方で、個人の幸福は国民の大多数によって肯定的

に捉えられています。結局のところ、ドイツ人の約90

パーセントは自分たちの生活に満足しているのです。 

危機や戦争は不安と恐怖を引き起こします。さらに、

エネルギー価格の高さ、気候、人件費の高さ、税金の

高さ、官僚的なハードルの高さなどの構造的要因があ

り、ドイツを立地として魅力的でなくしています。企

業への影響には、人員削減、倒産、工場閉鎖、受注の

減少、生産の海外移転などが含まれます。 

この危機的状況により、人々は何か月もの間、消費

を減らし、貯蓄を増やすようになりました。ドイツの

消費行動がわずかに改善し、人々の消費が再びわずか

に増えたのはつい最近のことです。 大規模な移民や

統合、犯罪の増加などの社会問題も心配を引き起こし

ています。 

これに加えて、SPD、緑の党、FDPからなる

（Ampel）連立政権への不満もある。 2021年の連立

政権の初めに、目標は高く設定されました。現在、特

に気候や社会問題の分野で実施されているのはほんの

一部にすぎません。課題は多様であり、過去 3 年間

で増加していますが、連立パートナー 3 党間の不一

致と公的紛争により、多くの目標の実施が遅れたり、

妨げられたりしています。 2024年10月時点では住民

の約80％が連邦政府に不満を抱いていた。経済には計

画の確実性が求められています。政府の退陣と新たな

選挙の実施を求める声はますます大きくなっています。

 註：

Hanna Dausch-Miura

Stimmung in Deutschland

Die Stimmung in Deutschland im Jahr 2024 ist
ambivalent. Auf der einen Seite herrscht
Krisenstimmung, die sich auch in der
Berichterstattung der Medien mit Schlagzeilen wie
„Deutschland, der kranke Mann Europas”, „Made in
Germany am Ende?“ oder „Deindustrialisierung
Deutschlands hat begonnen“ widerspiegelt.

Auf der anderen Seite wird das persönliche
Wohlbefinden von der Mehrheit der Bevölkerung
positiv bewertet. Immerhin sind rund 90 Prozent der
Deutschen mit ihrem Leben zufrieden.

Krisen und Kriege sorgen für Unruhe und Ängste. Hinzu
kommen strukturelle Faktoren wie hohe Energiepreise,
das Klima, hohe Lohnkosten, hohe Steuern und
enorme bürokratische Hürden, die den Standort
Deutschland unattraktiv machen. Die Folgen für die
Unternehmen sind unter anderem Personalabbau,
Insolvenzen, Werksschließungen, Auftragsrückgänge
und Produktionsverlagerungen ins Ausland.

Diese Krisensituation hat dazu geführt, dass seit
Monaten weniger konsumiert und mehr gespart wird.
Erst in jüngster Zeit hat sich das Konsumverhalten der
Deutschen leicht verbessert, es wird wieder etwas
mehr konsumiert.
Auch gesellschaftliche Probleme wie die hohe
Zuwanderung und Integration sowie die steigende
Kriminalität sorgen für Verunsicherung.

Hinzu kommt noch die Unzufriedenheit mit der
Regierungskoalition aus SPD, Grünen und FDP
(Ampel). Zu Beginn der Ampel 2021 waren die Ziele
hoch gesteckt. Inzwischen ist nur ein Bruchteil davon
umgesetzt, vor allem in den Bereichen Klima und
Soziales. Die Herausforderungen sind vielfältig und
haben in den letzten 3 Jahren zugenommen, aber die
Uneinigkeit und die öffentlich ausgetragenen
Streitereien der drei Koalitionspartner haben die
Umsetzung vieler Ziele verzögert oder verhindert. Fast
80 Prozent der Bevölkerung waren im Oktober 2024
mit der Bundesregierung unzufrieden. Die Wirtschaft
fordert Planungssicherheit. Der Ruf nach einem
Rücktritt der Regierung und Neuwahlen wird immer
lauter.
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「ドイツ連邦共和国大使館の庭園の梵鐘」 

会員 鈴木 洋子 

９月23日に催されましたドイツ大使主催のサマー

フェストへ参加する機会をいただき、ドイツ大使公

邸を訪問いたしました。日本にある各地域の日独協

会会員の方々が一堂に会し懇談できる機会です。

Petra Sigmund 次期ドイツ大使がエントランスで一

人一人をお出迎えくださり、スピーチでは、“市民レ

ベルでの親善”を言及されていらっしゃいました。会

場には、Martin Huth 首席公使、東原敏昭日独協会

会長、八木前駐独大使、また、湘南日独協会で本年 3

月の定例会で講演くださった講師のグロートフーゼ

ン駐日ドイツ大使館文化部長、通訳をされていらし

たヴィンシャーマン敏氏、柚岡日独協会常務理事、そ

の他、スタッフの方々にお目にかかることができま

した。 

ドイツ大使公邸には、例年５~６月に開催されます

BDF（Fonds für bedürftige Deutsche）ドイツ人支

援基金のチャリティーガーデンパティーに何度か参

加し、また、日本在住の小学生、中学生を対象にした

ドイツ大使館絵画コンテスト「わたしのドイツ」に甥

も出展したことがあり、大使館にも訪れたことがあ

りました。 

訪れる度に感銘を受けますのが、大使館の庭園で

す。茶室、石灯籠、赤門などがあるのですが、どのよ

うな由来があるのかいつも気になっておりました。

当日配られましたドイツ大使館が 2013 年３月に発

行した「ドイツ連邦共和国大使館 建物と庭園」とい

う冊子にその歴史が記されています。歴史をさかの

ぼること 15 世紀頃からは植物園があったようです

が、大正時代、1912~1926 年には政治家で政友会の

重鎮、小泉策太郎が接客用として邸宅を活用し、特に

庭園は日本古来の由緒ある建築物、門構え、石灯籠、

茶室、鐘楼と梵鐘などを日本各地から移築したもの

だそうです。その中でも元来の梵鐘は、第二次大戦時、

金属類の回収令で供出され鐘楼だけになってしまっ

ていましたが、現在の梵鐘は、それを知った発動機メ

ーカー、ヤンマーの創業者 山岡孫吉氏により「日独

友好親善之鐘」として寄贈されたものです。ヤンマー

が事業拡大の成功は、発明者のルドルフ・ディーゼル

のお陰であるとドイツとの縁を感じられたのです。

梵鐘は、1958 年重要無形文化財保持者（人間国宝）

の鋳金工芸作家香取正彦氏により作成され、鐘の表

面には、日本語で山岡孫吉翁の言葉「美しき世界は感

謝の心から」と、ドイツ語では「DIE TÖNE 

VERHALLEN, ABER DIE HARMONIE BLEIBT. 

GOETHE」、 ゲーテの言葉「響きは消えても調和は

残る」と刻まれています。 

私の祖父、父がヤンマーに勤務しておりました。そ

して、私は、この鐘に刻まれた言葉を見る度に心が洗

われる気持ちになるのです。当日は、Huth 首席公使、

木原湘南日独協会会長と共にこの梵鐘を拝見するこ

とができました。日独交流は 1861 年からとのことで、

今年で 163 周年です。国家間の親善は市民一人一人

によるものであることを、日々築いてこられた先人

の方々に感謝の念が尽きません。梵鐘に刻まれた言

葉は、私の心にもいつまでも刻まれていくことと思

います。 

 

日独友好親善之鐘 Sigmund 次期ドイツ大使 

左から：木原会長、筆者、Sigmund 次期大使、Huth 首席公使 



以下は、ご参加の皆さんからの感想です：

・久しぶりのBierfestの雰囲気を味わう事ができ、昔

を思い出しながら嬉しさがこみあげてきました。

・ビアホールのアコーディオンの伴奏で、皆とワイワ

イと歌うのが大好きなので、お酒は一切のめないの

ですが、楽しく歌え、過ごせました。

・10年この方、ドイツへ行けていませんので、ドイツ

の歌を歌いながら、楽しかったドイツ滞在当時のあ

れこれを思い出しました。

・初めて参加しました。ゆっくり食事（アルザス

風？）も楽しめました。音楽に合わせダンスをされ

たのはドイツ的で素敵でした。

・美味しい料理、ビール、ワインと陽気なドイツの歌

で最高に楽しかったです。

湘南日独協会 Bierfest 2024 10/19

   お陰様で、最高に楽しいBierfestになりました。
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大久保相談役から

Heidelbergのお土産

を受け取る勝亦さん。

勝亦さんの愛唱歌は

Ich hab’ mein Herz in 

Heidelberg verloren

です。

ふじさわ国際交流フェスティバル 2024.10.27 

秋晴れの藤沢駅北口サンパール広場。アルプス音楽

に続き、アルプホルンの牧歌的な音色が響き渡り、

アコーディオンの演奏に笑顔で手を振るスイス人ら

しきご婦人、リズムに合わせ手拍子をおくる子供達。

駅前は一時、アルプスの雰囲気に包まれました。

かまくら国際交流フェスティバル 2024.11.10

鎌倉大仏の高徳院境内でアルプホルン、アコーディ

オン、カウベルを演奏。大勢の観光客の皆さんから、

レパートリーも広く、説明も楽しくて素敵な演奏会

でしたとのお言葉を頂きました。



ドイツの１１月は冬の始まり、そしてクリスマス

の足音が聞こえてくる季節です。スーパーマーケッ

トではクリスマスのお菓子やアドヴェントカレン

ダーが売られ、街中ではもみの木が数メートルおき

に立てられ、クリスマスマーケットの為の小屋が至

る所に立てられ始めています。さて、劇場のプログ

ラムはシーズン開始から盛り沢山でした。音楽部門

(Musiktheater) はトゥーランドットのプレミエで始

まり、今月始めにマイ・フェア・レディのプレミエ

がありました。私はそれぞれの作品にコレペティ

トーアとして参加し、多くの稽古でピアノを弾いた

り指揮をしたのですが、今シーズンはこれらの作品

と並行してバレエ部門の演目であるロミオとジュリ

エットの代振り(第２指揮者)を任されました。今回は

その中身について詳しくお伝えしたいと思います。

プロコフィエフ作曲のロミオとジュリエットはバ

レエ団にとって大変重要なレパートリーで、音楽的

にも内容が濃く、指揮者としていつか取り組んでみ

たいと夢見るような作品です。今回のバレエ部門の

公演も、本来であれば第1カペルマイスターが受け持

つ可能性があったにもかかわらず、音楽監督自らが

希望して指揮する事になりました。そして計１０公

演のうちの２公演の代振りを私に託してくれたのは

特別な事だったのです。

この作品には不思議な縁があり、初めての関わり

は私がまだ２０代前半の日本にいる時でした。当時私

は音大の学生で、その学業の傍ら、海外からの引っ

越し公演のエキストラの仕事をしていました。その

内容とは、オペラやバレエ公演で歌を歌ったり踊っ

たりしない脇役(黙役)を演じる仕事で、警官、貴族、

盗人、戦士等ありとあらゆる役を演じました。世界

の一流と言われる団体（ミラノ・スカラ座、バイエ

ルン州立歌劇場、ベルリン国立歌劇場、メトロポリ

タン歌劇場等）と直に触れ合える貴重な機会でした。

ミラノ・スカラ座では運命の力に戦士として参加

し、当時音楽監督であったリッカルド・ムーティの

指揮を毎日舞台上から見る事ができました。その舞

台では積まれた土嚢を蹴飛ばして崩すように指示さ

れていたのですが、本番の時に力強く蹴りすぎて土

嚢が必要以上に散乱し、その時の大柄なイタリア人の

テノール歌手に歩くスペースがなくなったと怒られ

たのをよく覚えています。 

ベルリン国立歌劇場ではワルキューレとジークフ

リートに参加し、ジークフリートでは冒頭に熊が出て

くる有名な場面があるのですが、その着ぐるみが私の

サイズにピッタリだったので、私がやる事に。その時

の演出では熊が檻の中に入っており、その檻が空中に

数メートル引き上げられる事に。大変ドキドキしなが

ら演じましたが、この時もダニエル・バレンボイムの

指揮を見たり、ワルトラウト・マイヤー等の一流の歌

手を間近に聴く事ができました。そしてイギリスのロ

イヤルバレエ団が来た時にはロミオとジュリエットに

盗人役で参加しました。当時バレエ界のスターであっ

た熊川哲也さんがプリンシパルで、本番の前日に情熱

大陸というテレビ番組で彼の事が紹介されていて、そ

の人と同じ舞台に立っている事に感激したものでした。

次にこの作品と関わったのは先シーズンの事でした。

これはこちらの便りでも取り上げた内容なのですが、

定期演奏会の為の一回目のオーケストラとの稽古にゲ

ストの指揮者が来れなくなり、曲が難しいからその稽

古を私が代わりに指揮して欲しいと依頼がきたのでし

た。そしてその時の作品がこのロミオとジュリエット

の第２組曲だったのです。バレエ版からの抜粋なので

すが、重要なテーマを数多く内包しています。さらに

この時は本番直前の通し稽古の時に同僚が体調を崩し

て、私が急遽ピアノパートも受け持ったので、音楽が

体の中にしっかりと浸透していきました。

バレエ公演の代振りはオペラとは違う難しさがあり、

まず第１に本振りの指揮者と似たテンポにしないと踊

れなくなってしまう事。第２に稽古でピアノを弾くわ

けではないので、余暇の時間に多くの時間を費やし音

楽を体に浸透させなければならない事です。その点に

於いては昨シーズンの経験が大変役に立ちました。そ

れでも第２組曲には入っていない音楽も沢山あります

し、とても難解な曲だったので、トゥーランドットと

マイ・フェア・レディの稽古と並行して準備をするのに

は苦労しました。お陰様で１回目の本番は大成功！忘

れられない本番となりました。２回目は11月下旬です。

6

劇場便り 39

ブレーマーハーフェン 志賀トニオ氏

ジュリエットが死んだと思い込み
絶望するロミオ

両家の決闘の場面
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ＳＬしおかぜ号と藤沢ＳＬ少年団 

藤沢鉄道車輌保存会 佐々木祥一 

湘南日独協会会報「Der Wind」をご覧の皆さん、

はじめまして。藤沢鉄道車輌保存会に所属して活動

しております、佐々木と申します。詳しくは後述され

ますが、様々な縁があり今回こちらに寄稿させて頂

く運びとなりました。さて、今回私からは私の所属す

る団体とその活動について紹介します。 

藤沢ＳＬ少年団と藤沢鉄道車輌保存会は藤沢市鵠

沼海岸の八部公園にて静態保存されている蒸気機関

車、C11-245 愛称： しおかぜ号）の保存活動としお

かぜ号の周囲を走るミニ鉄道の運転会の運営を行っ

ております。藤沢ＳＬ少年団には小学1年生から中学

3年生までの男女約 50名が所属しており、藤沢鉄道

車輌保存会は少年団のＯＢを中心メンバーとして活

動を行っています。活動は基本的に月に１度ＳＬ広場

に集まり、しおかぜ号の手入れとミニ鉄道の運転会

を行っています。また、年に数回車両基地の公開イベ

ントや他の保存車両を訪問する見学会、夏季研修キ

ャンプとして遠方の鉄道に触れるなどの活動も行っ

ています。 

ここまで私たちの活動についてお話ししましたが、

湘南日独協会と全く接点が無いということはありま

せん。しおかぜ号の誘致保存活動には江ノ電沿線新

聞社の前会長である吉田氏が関わっていました。湘

南日独協会の発足にあたっても吉田氏が関わってい

たと伺っています。ほとんど共通点のない２団体で

はありますが、それぞれの活動が良い方向へと進む

ように協力できたらと考えています。 

また、2026年にはしおかぜ号の誘致保存 50周年の

節目を迎えます。是非一度ＳＬ広場まで足を運んで頂

けましたら幸いです。 

ＳＬ少年団の皆さんとは、湘南日独協会創立以来の

事務局を置いて頂き様々なご支援を頂いている、江

ノ電沿線新聞社を通じてお互いの活動に協力をす

ることになり、すでに会報Der Wind の発送等でお

世話になっています。若い皆さんとさらに接点を深

めて行きたいと考えています。 

 

 

会員紹介 

横山みつこさん： 

Trockenkranz (ドイツ・オー

ストリアの伝統工芸。木の実と

ワイヤーで、壁飾り・リースな

どを作る)がご趣味で、「木の実

デコール」という教室の認定講

師をされています。 

ご興味をお持ちの方は、お問合せ下さい。 

横山みつこ 

090-1995-8605 

  e-mail: smhksmhk1212@gmail.com 

小田急藤沢で「木の実デコール」展示販売開催中。 

愛12/18～25） 

 

新入会員 

海老名廣美様  松枝実咲様(学生会員)  佐藤昭義様 

 

編集後記 

2024年も残りの日数は僅かになりました。季節感

が変わるほどの地球環境の変化、自然災害の増加、

世界各地での紛争の拡大など、厳しい状況が新年も

続くことが残念ながら予想されます。健康に留意し、

お互いの親睦を深め日々の生活に潤いと活気をも

たらしましょう。  大久保 

しおかぜ号こと、C11-245 

運転会の様子 

横山さんの作品 



湘南日独協会催事カレンダー(2024年12月～2025年4月)  12月01日現在の情報です

見て聴いて楽しむ音楽史（第25回）

19日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：ベートーベンの９曲の交響曲

講師： 高橋善彦氏 （会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：各交響曲第１番～第９番より抜粋

読書会  9日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

23日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 休会

望年会（Jahresabschlussparty2024）

14日（土） 17:00-19:00 煌蘭　藤沢店（さいか屋藤沢８Ｆ）会費：6,000円（税、飲物代込み）

参加ご希望の方は今すぐその旨お電話ください：Tel, 090-5595 1956　星野諭

見て聴いて楽しむ音楽史（第26回）

23日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：ブラームスの音楽 講師：高橋善彦氏（会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：ドイツレクイエムより抜粋、交響曲第1番全曲

読書会 13日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

27日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 14日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ3　　 会費：1,000円

SWZ 16日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 19日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 食に秘められた「いのち」のリレーと水の役割

講師： 今井正直氏　（関東学院大学工学総合研究所　研究員　工学博士）

概要： 私達の食の源をたどると、必ず他の生命体の一部に至る。又、人間は素材を加熱等の加工、あるいは味付け

して口にすることを常としている特殊な生物でも有る。生物が生きている状態から死してなお人の食となる

過程に秘められた自然の機構の一部を紹介し、あらゆる食の基本的性質を決定づけている水の役割と、

日常の食と自他の「いのち」を考える。　懇親会：有り　

見て聴いて楽しむ音楽史（第27回）

21日（金） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：シューマンの音楽 講師：高橋善彦氏（会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：歌曲「詩人の恋」より、交響曲第4番

読書会 10日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

24日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 11日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ２　　会費：1,000円

SWZ 20日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 23日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「俳句という限りなきもの　ジャンルを超えて」

講師： 堀口みゆき氏　（俳句結社「鷹」同人、現代俳句協会「サンシャイン句会」代表）

概要： １００カ国以上の広がりを見せている俳句、その要因となっているものは何か。又、海外詠の難しさ及び

俳句の特質を、俳句以外の文芸、芸術等との共通点と共に、考えてゆく。季語、俳句の型。

他ジャンルとの比較（川柳、短歌、歌仙、音楽、絵画、茶道、華道、建築など）　　懇親会：有り

見て聴いて楽しむ音楽史（第28回）

13日（木） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

演題：メンデルスゾーンの音楽 講師：高橋善彦氏（会員　湘南日独協会理事）

取り上げる曲：無言歌、交響曲第2番「讃歌」(予定)

読書会 10日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

24日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　　会費：1,000円

談話室SAS 11日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　M2　　　会費：1,000円

03月 SWZ 20日（木） 16:00-18:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 23日（日） 15:00-17:00 　ミナパーク５０５　　会費：1,500円

演題： 「鴎外と漱石」 講師：藤野 満氏　（湘南日独協会会員）

概要： 明治の文豪森鴎外と夏目漱石、各々が過ごした独逸と英国の対照的な留学生活が二人のその後の

文学的業績にどのような影響や成果をもたらしたのかを考える。又、鴎外が無二の親友と呼んだ賀古鶴所

（日本初の耳鼻咽喉科医）との交流、漱石と子規との交友、賀古と子規の姻戚関係、賀古がどのように

鴎外の一生に関わったか、賀古が口述筆記した鴎外の遺言まで紹介予定。　　懇親会：有り

4月の行事は項目のみ記載、詳細は3月に発行予定の次号に掲載予定

見て聴いて楽しむ音楽史（第29回）

11日（金） 14:00-16:00 ミナパーク３０２　　会費：1,500円

読書会 14日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

28日（月） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

談話室SAS 15日（火） 15:00-17:00 ミナパーク　Ｍ1　　 会費：1,000円

SWZ 17日（木） 15:00-17:00 ミナパーク５０６　  会費：1,000円

講演会 5月に予定されている総会で開催予定のため、4月の講演会は休会

参加される皆様へ 準備の都合上、早めにお申込ください。

従来、講演会の会場として使用していたアカデミア７Ｆは、江ノ電沿線新聞社の移転により
使用できなくなり、ミナパーク会場となりましたのでご注意下さい。
各催しは変更される場合があります　最新の予定を当協会のホームページでご確認ください。

URL : https://jdg-shonan.ciao.jp/ 右記のQRコードからもアクセス出来ます

04月

02月

12月

01月


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5


